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岡
村
氏
は
、平
成
9
年
5
月
、44
歳
で
第
12
代
川
口
市
長
と
し
て
就
任
。以
来
、５
期
16
年
７
カ
月
に
わ
た
り

市
政
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、市
政
の
発
展
に
心
血
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　「
人
づ
く
り
な
く
し
て
郷
土
づ
く
り
な
し
」「
産
業
の
振
興
な
く
し
て
ま
ち
の
前
進
な
し
」を
市
政
運
営
の
基
本

理
念
に
、市
民
生
活
の
安
定
と
中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
に
尽
力
し
つ
つ
、16
年
間
で
1
千
３
８
５
億
円
の
経
費

と
４
９
７
人
の
職
員
を
削
減
す
る
な
ど
、柔
軟
な
発
想
力
と
卓
越
し
た
実
行
力
で
数
々
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

「
思
え
ば
叶
う
」を
信
条
と
し
、困
難
な
こ
と
も
、自
ら
足
を
運
び
訴
え
続
け
て
実
現
。そ
の
最
た
る
例
が
、全
国
初

の
生
活
道
路
最
高
速
度
30
キ
ロ
規
制「
ゾ
ー
ン
30
」で
す
。今
や
全
国
で
命
を
守
る
対
策
と
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。

　
岡
村
氏
の
原
点
は「
ま
ち
は
み
ん
な
で
つ
く
る
も
の
」。「
ご
縁
が
あ
って
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
る
ん
で
す
。ど
う
せ

だ
っ
た
ら
こ
の
川
口
を
も
っ
と
い
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
よ
！
」が
口
癖
で
し
た
。

　
岡
村
氏
が
こ
の
ま
ち
に
注
い
だ
情
熱
と
そ
の
功
績
は
、本
市
の
歴
史
の
中
で
輝
き
を
放
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「住んでよかった。これからも住み続　けたい」まちづくりのために

清潔、公正、信頼さ れる市政を実践
数
々
の
功
績
を
振
り
返
っ
て

　
５
期
16
年
７
カ
月
の
功
績
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す

川
口
市
長
初
当
選

初
登
庁
と
と
も
に
市
長
へ
の
手
紙（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）を
開
設

緊
急
不
況
特
別
融
資
を
実
施（
在
任
中
11
回
実
施
）

「
お
買
い
物
は 

私
の
街
で 

川
口
で
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」事
業
を
実
施

オ
ウ
ム
信
者
の
転
入
に
退
去
を
求
め
て
立
ち
上
が
る

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
）取
得
。
循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み
を
先
導

県
内
初
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
設

11
月
10
日
を「
川
口
の
日
」に
制
定

県
内
初
の
地
下
鉄「
埼
玉
高
速
鉄
道
線
」が
開
業

県
内
初
の「
特
例
市
」へ
移
行
。
地
方
分
権
の
一
層
の
推
進
を
図
る

川
口
市
長
再
選

全
国
初
の
50
歳
の
盛
ん
な
る
人
を
た
た
え
る「
き
ら
り
川
口
盛
人
式
」を
開
催

朝
日
環
境
セ
ン
タ
ー
開
所
。
11
品
目
の
分
別
収
集
と
焼
却
灰
の
減
容
を
推
進

さ
い
た
ま
新
産
業
拠
点「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
」が
街
び
ら
き

県
内
初
の
地
球
環
境
大
賞「
優
秀
環
境
自
治
体
賞
」を
受
賞

市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

世
界
初
の「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
国
際
Ｄ
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催

第
59
回
国
民
体
育
大
会「
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
夏
季
大
会
」を
開
催

20
万
人
超
の
署
名
と
と
も
に「
拉
致
被
害
者
等
の
早
期
帰
国
」を
総
理
大
臣
に
要
望

川
口
市
長
３
選

「
路
上
喫
煙
防
止
条
例
」（
５
月
施
行
）に
基
づ
き
、県
内
初
の
喫
煙
禁
止
地
区
を
指
定

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
埼
玉
工
場
跡
地
に「
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ア
ト
リ
ア
」を
開
設

川
口
駅
前
に
公
共
公
益
施
設「
キ
ュ
ポ
・
ラ
」を
整
備
。
保
育
園
、

川
口
駅
前
行
政
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
な
ど
を
順
次
開
設

本
市
初
の
文
化
財
施
設「
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
」を
開
設

県
内
初
の「
川
口
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

川
口
市
民
大
学
を
開
校

戸
塚
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
開
設
。
災
害
用
ト
イ
レ
・
下
水
道
管
設
置

ご
み
減
量
化
を
目
指
し
、
県
内
初
の
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
実
施

自
治
基
本
条
例
を
施
行

川
口
市
長
４
選

全
国
初
の「
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催

パ
リ
で
開
か
れ
た「
第
９
回
日
仏
地
方
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で

日
本
代
表
と
し
て
講
演

全
国
56
都
市
の
賛
同
で「
全
国
都
市
農
業
振
興
協
議
会
」を
設
立
、
初
代
会
長
に
就
任

全
国
初
の
面
的
規
制
を
含
め
た
生
活
道
路
最
高
速
度
30
㎞
規
制
を
実
現

全
国
初
の
本
市
独
自
の
放
射
線
対
応
指
針
を
策
定
。
運
用
・
測
定
を
開
始

鳩
ヶ
谷
市
と
の
合
併
を
成
就
。
新
川
口
市
が
誕
生

（
仮
称
）赤
山
歴
史
自
然
公
園
・（
仮
称
）川
口
市
火
葬
施
設
の
都
市
計
画
を
決
定

市
立
３
高
等
学
校
を
１
校
に
再
編
・
統
合
す
る「
新
校
基
本
計
画
」を
策
定

中
学
３
年
生
ま
で
の
通
院
費
を
含
む
医
療
費
の
全
額
助
成
を
開
始

合
併
１
周
年
記
念「
川
口
宿 

鳩
ヶ
谷
宿 

日
光
御
成
道
ま
つ
り
」を
開
催

市
役
所
本
庁
舎
の
建
設
地
を
選
定
す
る
た
め
の
審
議
会
を
設
置

川
口
市
長
５
選

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー「
川
口
」導
入
決
定

市
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

平
成
9
年
5
月

6
月

11
月

平
成
10
年
6
月

11
月

平
成
11
年
5
月

平
成
12
年
2
月

6
月

11
月

平
成
13
年
３
月

4
月

 

5
月

11
月

平
成
14
年
12
月

平
成
15
年
2
月

4
月

11
月

平
成
16
年
3
月

9
月

10
月

平
成
17
年
5
月

12
月

平
成
18
年
４
月

6
月

10
月

平
成
19
年
4
月

5
月

平
成
20
年
4
月

11
月

平
成
21
年
4
月

5
月

10
月

平
成
22
年
1
月

10
月

平
成
23
年
3
月

6
月

10
月

平
成
24
年
3
月

10
月

11
月

平
成
25
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青木町公園庭球場落成式

朝日環境センター開所　ハダカのつきあい
（平成14年12月）

川口通学合宿　子どもたちと夕食作り
（平成14年9月）

感激の初当選（平成9年5月）

たたら祭り　市役所チームの先頭で踊る
（平成16年8月）

全国ベーゴマ大会ｉｎ川口　得意技を披露
（平成15年11月）

すくすく育て子どもたち！（平成15年3月）

木曽呂田んぼで田植え
（平成18年6月）

防災訓練　負傷者役を体験
（平成17年8月）

戸塚南小竣工　みんなで昔を思い出す
（平成17年3月）

国立競技場の聖火台できゅぽらんと
（平成25年6月）

これからも住み続けたいまちづくりを
（平成25年11月）

合併に関わったすべてのかたに感謝（平成23年11月）

本庁舎前でゴーヤーを収穫
（平成22年8月）

人口５０万人を達成
（平成18年10月）

日光御成道まつり　社参奉行役として参加
（平成24年11月）

得意種目は卓球

東京ドームで始球式

ビートルズナンバーがお気に入り

川口第九を歌う会の
メンバーとして合唱

歌もスポーツも大好きでした

懐かしのヒットソングを熱唱

く  

に
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青木町公園庭球場落成式

朝日環境センター開所　ハダカのつきあい
（平成14年12月）

川口通学合宿　子どもたちと夕食作り
（平成14年9月）

感激の初当選（平成9年5月）

たたら祭り　市役所チームの先頭で踊る
（平成16年8月）

全国ベーゴマ大会ｉｎ川口　得意技を披露
（平成15年11月）

すくすく育て子どもたち！（平成15年3月）

木曽呂田んぼで田植え
（平成18年6月）

防災訓練　負傷者役を体験
（平成17年8月）

戸塚南小竣工　みんなで昔を思い出す
（平成17年3月）

国立競技場の聖火台できゅぽらんと
（平成25年6月）

これからも住み続けたいまちづくりを
（平成25年11月）

合併に関わったすべてのかたに感謝（平成23年11月）

本庁舎前でゴーヤーを収穫
（平成22年8月）

人口５０万人を達成
（平成18年10月）

日光御成道まつり　社参奉行役として参加
（平成24年11月）

得意種目は卓球

東京ドームで始球式

ビートルズナンバーがお気に入り

川口第九を歌う会の
メンバーとして合唱

歌もスポーツも大好きでした

懐かしのヒットソングを熱唱

く  

に


